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１． はじめに

東北地方整備局は青森県，岩手県，宮城県，秋

田県，山形県，福島県の６県を管轄し，管轄区域

には４４の事務所および管理所を置き，年間約１，６００

件の工事を発注しており，発注者として日頃から

工事事故の防止に努めているところです。

東北地方整備局管内の直轄工事における工事事

故の発生状況は，平成１５年度９２件（うち死亡事故

１件）までの増加傾向から一転し，平成１６年度７２

件（うち死亡事故２件）と工事事故が２０件減少し

たものの，平成１７年度末時点では，過去最悪の発

生件数であった平成１５年度を上回る１０４件（速報

値）の工事事故が発生し，うち死亡事故も３件と

非常に残念な結果となっています。

そのことからも工事に関わるすべての関係者が

工事事故防止の重要性を再認識するとともに，発

注者ならびに受注者双方が一体となり，積極的な

工事事故発生防止に向けた取り組みの強化を図る

ことが重要です。

今回，東北地方整備局管内の直轄工事において

発生した工事事故の事例を紹介することにより，

同様の工事事故防止の一助となればと考えており

ます。

２． 工事事故発生の概要

! 工事の概要

! 管理施設改築（RC造４階建）

建築面積３４６m2，延べ床面積１，１９２m2

" 既存施設とりこわし（RC造地下１階地上３

階建て）

建築面積３４０m2，延べ床面積９３０m2

" 事故発生概要

平成１７年９月２１日１５時頃，杭打ち工事（杭 L＝

４８m）施工中，３本目の中杭（杭径φ８００mm，L

＝１３m，重量８．０６t）を杭打ち機のクレーンによ

り，杭置き場で杭打ち機回転キャップと回転治具

をつなぎ合わせ，高さ１．５mまで吊り上げた状態

で所定の杭位置まで杭打ち機が移動中，杭芯まで

３．４mの地点で杭と回転治具を接続しているウィ

ットボルトが外れ，杭が落下。その衝撃でつり上

げ用の鋼ワイヤ（φ２２mm）も切断し，敷地の東

側にある市道を跨ぐように杭が転倒したもので

す。

# 被害状況

! 杭の転倒状況

写真―１～３に示す。

" 被災の程度

施工現場付近には１１人の作業員がいたものの不

幸中の幸いで人災はなく，杭の転倒の際に市道の
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上空に架線されていた電力線（高圧６，６００V３

本，低圧１本）を切断したものです。その電力線

の切断により，およそ２８０世帯が停電し，そのう

ち５４世帯は２時間半もの長時間にわたって停電。

また，近隣の国道の信号機２機がおよそ１時間停

止，市道の通行止め，電話線の切断等の被災が発

生しました。

３． 原 因

杭の落下・転倒事故の直接的原因は，

! 杭と回転治具の接続の際，ボルト長の不足。

" ワッシャーを使用したことにより，さらにボ

ルトの根入れが不足。

# ボルト接続用ボルト孔１１カ所のうち，８カ所

のみで行った。

$ 杭つり込み用鋼ワイヤを杭が落下しても耐え

られる強度のものを使用していなかった。

以上の要因が重なったことにより起こったもの

です。

そもそもの事故発生の要因は，専門工事であっ

たため元請けは下請けに任せっきりの状態であ

り，また下請けは経験のみで施工を行っており，

写真―１

図―１ 杭落下時接続状況

写真―２

図―２ ボルト取付け部詳細

写真―３
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吊り構造体の強度計算等の検討を全く行っていな

かったことによるものです。

４． 対 応

事故後，直ちに事故の再発防止対策に取り組み

ました。

まずはじめに回転治具取付けボルトの強度計算

を再検討し，ボルトの径・長さ・使用本数・締付

け順序を決め，それに基づき現場作業員が締付け

を行い，その後締付け確認マーキングを３段階

（!２次下請け業者，"１次下請け業者，#元請

け業者）で実施し，締め忘れ・締め不足のないよ

う確認すること。また，その際にあらかじめチェ

ックリストを作成し，そのチェックリストに確認

事項を記録することにより，より一層の確実な施

写真―４ 杭接続部 写真―５ ネジ山切断

写真―６，７ ボルト取付け部

図―３ 吊り構造体強度計算（当初）

図―４ 吊り構造体強度計算（改善案）
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工を行う。あわせてボルト管理表とボルトチェッ

クシートを用いて全数管理することとした。

次に，杭吊りワイヤの強度計算の際チェックを

行い，ワイヤ管理表を作成し，使用回数を記録す

ることで鋼芯ワイヤの劣化と損傷をチェックす

る。また，より安全かつ確実なものとするために

杭吊りワイヤを２本使用することで，杭転倒に対

する安全を強化する。

杭打ち作業に関する安全作業として，毎日の朝

礼時に朝礼掲示板でその日の杭打ち場所を示し，

杭打ち機などの位置を知らせ，重機周囲区画を区

分して，重機に作業員が近づかないことを徹底す

る。杭打ち機・クレーン等重機については，日常

点検（始業前点検）および，月例点検（月１回）

は確実に履行する。また，杭打ち機による施工前

には，場内の平坦性を再度確認し，杭打ち機の作

業性向上を図り，さらに敷き鉄板の移動の際に事

前に移動個所の平坦性をレベルにより確認し，地

盤状況は常に良好な状態を保ち，必要があれば再

改良を行うこととした。

作業現場全体の事故防止対策として，毎日の作

業内容について具体的な危険ポイントをミーティ

ングで確認するとともに，関係作業員と作業手順

書に基づいた施工打合せを行い，その作業手順書

を確実に励行するために作業従事者を一堂に会

し，作業手順書の周知を実施する。また，安全衛

生法の遵守，作業手順書の再点検とその履行な

ど，社内安全衛生委員会において指導監督を強化

することとした。

５． おわりに

市街地における工事は第三者を巻き込んだ事故

の発生が懸念されるため，特に注意を払った施工

を心がけるべきものです。今回はたまたま人身災

害が発生しなかったことが唯一の救いです。

今回の事故後，吊り構造体の強度計算を行うに

あたり，当該作業にかかる安全率の定めがなく，

安全衛生規則等の法令違反に該当しなかったこと

に関係者一同驚きを覚えました。

しかしながら，法令等は一般的な事例に対して

定めているものであり，それを読みとる側がそれ

らの事例をもとに自主規制を設けるなど安全管理

に配慮することが必要であると考えます。

最後に「安全管理にやりすぎはない」と考えま

す。今後同じような事故を起こさないよう，発注

者施工者ともに協力し安全管理を徹底していきた

いと思います。

図―５ 回転治具・ボルト管理表

図―６ ワイヤロープ管理表

図―７ チェックシートおよび確認マーキング
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